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高次脳機能障害者の特性と 

支援のポイント 
～記憶障害を中心に～ 

仙台市障害者総合支援センター 

平成26年度障害者雇用促進セミナー@2014.9.5 
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センターのご紹介 

• 身体障害を有する方の補装具判定や相談支援等を行う専門機関です。 

• 高次脳機能障害者支援は，平成13年度から開始し，現在は総合相談と

いう形態で，本人・ご家族・支援者らからの相談に対応。また研修を通し
て支援機関のバックアップをしています。 

• ソーシャルワーカーや心理判定員，言語聴覚士や作業療法士等，専門
多職種が在籍するところが強みです。 
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構成 

• 高次脳機能障害とは… 

• 記憶障害について 

–記憶障害の特性 

–支援のポイント 
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高次脳機能障害とは… 

4 2014/9/5 

高次脳機能障害とは… 

• 脳損傷による認知機能障害の総称である。 
– Cognitive disorder.，Cognitive dysfunction. 

失語 

失行 

記憶 

障害 注意 

障害 

遂行機能 

障害 
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高次脳機能障害とは… 

• 高次脳機能障害の発症者数 

– 年間137人/10万人（長崎地区推計） 
※松坂他（2007）より引用 

– 年間2,884人（全国推計） 
※蜂須賀他（2011）より引用 

 

• 高次脳機能障害者の社会復帰状況 

– 認知症と判断されるような状態でも約30％は在宅復帰して
いる。 

※高次脳機能障害全国実態調査委員会（2011）より引用 
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高次脳機能障害とは… 

• 脳損傷を引き起こす様々な疾患と関連する。 
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高次脳機能障害とは… 

• “見えない障害”である。 
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高次脳機能障害とは… 

• まとめると… 

–脳損傷による認知機能障害の総称である。 

–多様な症状がある。 

–脳損傷を引き起こす様々な疾患と関連する。 

– “見えない障害”である。 

分かりにくい!! 

支援が難しい!! 
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記憶障害について 
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記憶障害について 

• 高頻度に出現する症状のひとつ。 
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記憶障害について 
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記憶障害の特性 

記憶障害について 
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• 情報を“覚えること”，“覚えておくこと”，“思い
出すこと”の障害 

記憶障害の特性 
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記憶障害の特性 

• 覚えていることに勾配がある。 

–昔のことは覚えていることが多い。 

   ※逆行性健忘 

 

 

– 「技能」は最後まで残る。 

• 手続き記憶 

• 職業的な技術，食事作法… 
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記憶障害の特性 

• 覚え方や覚える物によって勾配がある。 

–視覚性記憶×言語性記憶 

–エピソード記憶×意味記憶 
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支援のポイント 

記憶障害について 
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支援のポイント① 

• 脳卒中治療ガイドライン2009（認知障害の項を抜粋） 

– 記憶障害に対し，軽度例ではメモやスケジュール表，ポ
ケットベルなどの記憶障害を補う補助手段の活用訓練が，
中等度から重度の例では領域特異的な技術や知識（ある
特定の領域に特化した技術や知識）の獲得を学習する訓
練が勧められる。また手続き記憶学習（運動学習）を行う
ことが勧められる。 

記憶障害患者には補助手段が重要!! 

メモリーノート 
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支援のポイント② 

• ホントに記憶障害？ 
注意障害のせいで，
記憶すべき情報に
気づいてない？ 

失語症のせいで，
言語の情報が入力
できない？ 

高次脳機能障害をきちんと評価できる者と協働を!! 
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支援のポイント③ 

• 重度記憶障害者でも学習する。 

支援者は当事者の力を信じること!! 

Claparde（1911）の患者は医師と握手を
した際に，医師が指の間に隠し持ってい
たピンにって刺された。彼女は数分後に
はこの体験をまったく忘れ去っていたが，
以後その医師と握手をすることを断固と
して拒んだという。 
                    鳥居（1993）より引用 
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支援のポイント④ 

• 「試行錯誤学習」は有害 

記憶障害者の訓練は「努力なし・誤りなし」が基本!! 
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支援のポイント⑤ 

• 「メモしてね」は介入じゃない！ 

補助手段は「使えない」と意味がない!! 

後藤・他（2009）より引用 
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記憶障害の特性と支援のポイント 

• 高次脳機能障害の中でも高頻度で出現する症状である。 

• “覚える”，“覚えておく”，“思い出す”の障害 

• 覚えていることや覚え方，覚える物によって勾配がある。 

• 補助手段が重要 

• 高次脳機能障害をきちんと評価できる者と協働すべき。 

• 重度記憶障害でも学習できる!! 

• 学習は「努力なし・誤りなし」!! 

• 補助手段を「使える」ようにトレーニングすることが重要。 
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御清聴， 

有難うございました。 

仙台市障害者総合支援センター 
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